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図表3米国DARPAプロジェクトと成果の実用化
年代 フ。ロジェクト プロジェクトの目標 成果の実用化
1980年代後半 デ、イクテー ショシヴρロジェクト 新聞の読み上げ音声のディク PCソフトウェアDictationの発売
1990年代前半 小規模タスク読み上げ(1987-1990) ァー ション (18Mなどカも)
新聞読み上げ'WSJ(1991-1996)



























時期 プロ、ジェクト名 内容 投資形態
1986"-' 音声百語によるマン・マシ 朗読音声を対象とした音声認識 文科省科研費重点領域研究
1989年度 ン・インターフェースの高度 の研究
化
1993"-' 音声・言語・概念の統合的 音声・言語統合処理による対話 文科省科研費重点領域研究
1995年度 処理による対話理解と生成 理解の研究
に関する研究
1993"-' 音声翻訳研究プロジェクト ホァノレ予約の会話音声の日英 ATR(旧エイ・アイ・アール音
1999年度 双方向自動通訳 声翻訳通信研究所)
1996"-' 音声言語による人間一機 インターネット上での文献検索の 日本学術振興会未来開拓学
2000年度 械対話システム 音声対話システムの実現 術研究推進事業
1997"-' 日本語プ、ィクァーション基 日本語連続音声認識基本ソフト IPA(情報処理振興事業協会)
1999年度 本ソフトウェア ウェアの開発 プロジェクト
1999"-' 話し言葉工学の構築 話し言葉から意味・内容・話して 科学技術振興調整費開放的
2003年度 の意図などを抽出する技術の基 融合研究推進制度
盤の確立
1999"-' 多冗音響情報の統合的理 空間音響、音声分析合成、音声 文科省COE形成プログフム
2003年度 解 認識、対話、音情報認知の研究
2000"-' 擬人化音声対話エージェ 機械が人間のように対話する技 IPA(情報処理振興事業協会)
2002年度 ント基本ソフトウェアの開発 術の基本ソフトウェアの開発 プロジェクト
2000"-' 韻律に着目した音声言語 基礎から応用にわたる韻律研究 文科省科研費特定領域B
2003年度 処理の高度化 の統合
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特集音声認識・合成と自然言語処理の研究開発動向
明であった。一方、産業界は学会での知見をもとに独
自に応用開発し、製品化してきた。産学連携は活発と
は言えず、米国のような大学からベンチャーへの技術
移転も起きていない。言い換えれば、且本!])会主J;_c!_
国りす!旦三空，:z_t_-立は産学連携を意識lJ:_もり主民主ふー
基礎研究のレベノレアップが中心であった9
日本音響学会の「音声言語関連大型ブρロジェクトの
現状と将来」のパネル討論 1)でl国り之竺Y壬i_UC，拘t
る開題点、とL之、ま~?t乙三期頼主〉-12ろ2り;多ー~_~Z2"_l?_'三
チがとりにくいこと、プロジェクト終了後のアフターケア
のないことが上げられている。すなわち、日本の今後
のプロジェクト制度においては、「成功を当然とする文
化jから「失敗を恐れず真剣に競争する文化jに変え
ること、プロジェクトの成果を次のプロジェクトに有効に
継承していくことなどが対処すべき課題である。
また、ヒヤリングした大学教授からは、情報分野では
ポスドクなど大学の研究スタッフは非常に少ないため、
大きなシステムを作成するパワーはなく、細かな要素
技術研究に走りがちであるとの指摘があった。
米国の大学では、ベースの研究資金は少なく、大
学外部から研究資金を獲得する必要がある。国家プロ
ジェクトは重要な研究資金の一つであり、その獲得競
争のため基礎研究品、えどもその目標を明確にしてい
る。また、 DARPA音声認識プロジェクトの例で言えば、
公平な競争による研究加速が見られたと言われている。
研究成果の実用化が迅速かっスムーズに行われてい
ることも、国全体として、技術開発効率アップにつなが
っている。
3.4おわりに
次世代ヒューマンインタフェース技術には、情報機
器が広まる中で DigitalDivideの解消、初心者を含む
利用者の使い勝手の向上を実現することが望まれて
いる。また、あらゆる情報がネットワークにつながり、そ
のアクセスもモバイル機器を介して行う時代が目前に
あり、いつでも、どこでも、情報へアクセスすることが実
現しつつある。情報機器との自然な対話によって欲し
い情報を簡単に入手することが究極の目標であろう。
これを実現するためには、多くのハードルがあるが、
一つは、基礎研究の活性化が求められている。現在、
性能向上はある面で、は頭打ちになっており、これを打
破する新しいモデルへの挑戦が必要で、あろう。
世界的に企業が基礎研究を大学に依存する傾向が
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強まっており、大学の基礎研究への期待が大きい。リス
クは大きいが斬新なアイデ、アで、研究プロジェクトが進め
られるように、真剣な競争と評価、さらに失敗を許容し
再チャレンジがで、きる文化の醸成が必要で、あろう。
さらに、創出されたブレークスルー技術を迅速に実
用化へ向けて努力を集中させる必要があるが、米国に
比して弱し、産学連携、技術移管を強化することも課題
である。
用語説明
①ゼロ交差数
波形がゼロを交差する数であり、波形のエネルギー量
の近似値が得られる。波形の特徴量をハードウェアにて
比較的容易に求められる方式として使用された。
②DPマッチング法
音声中の各音韻の発声時聞は発声するごとに伸縮する。こ
の伸縮を正規化した上で最も似ているパター ンを求める方式
として動的計画法(D卯amicProgramming)を用いたもの。
③コ-/~スペース翻訳
コ-/~スとは実際の膨大な例文とその実翻訳文のデ
ータベースを示す。コーパスペースの機械翻訳で、は、コ
ーパスから抽出した文法規則や翻訳の用例をそのまま
適用する。従来の経験則ベースの機械翻訳に比較して
翻訳品質が向上している。
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